
縦框
（吊元側）

チ

チ

縦框（ストライク側）

室外側台座

複層ガラス

角芯

角芯付きレバー
ハンドル

レバーハンドル

室内側台座カバー

室内側台座ベース

※本体組立て後に保管する
場合は、本体フィンに重
量がかからないよう木な
どを当ててください。
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組立て説明書

■組立てねじ一覧表

■別売り部品

■組立て上のお願い

■組立て順序 ■組立て詳細

シンフォニー
アルミと樹脂の複合サッシ

記号

■グレイジングチャンネル ■ガラスコーナーシール
種類 ガラス厚18～20mm用 ガラス厚21～22mm用

ガラス総厚 18mm 19mm 20mm 21mm 22mm

グレイジング
チャンネル

1枚ハクリして
ご使用ください。

2枚ハクリして
ご使用ください。

1枚ハクリして
ご使用ください。

（100枚入り）
グレイジングチャンネルに同梱

●中桟付きのガラスは上用下用でサイズが異なります。間違えないように組立ててください。
●ガラス寸法はダンボール又はカタログをご覧ください。
●グレイジングチャンネルは別売りです。ガラス厚に応じて選択してください。
　（腰パネルには、ガラス厚19ｍｍ用をお使いください。）
●必ず指定の組立てねじを使用してください。
●枠の組立ておよび取付け・本体の吊込みは、「枠組立て説明書」「取付け説明書」をご覧ください。
●取付け説明書および丁番に同梱のワッシャーは必ず施工される方へお渡しください。
●本体を枠に吊込んだ状態で運搬しないでください。枠が変形し、ドアの開閉に支障がでるおそれがあります。
●ソリ防止のため、樹脂面を直射日光に当てた状態で放置しないでください。
●樹脂は割れたり傷ついたりしやすいため、ぶつけたりこすったりしないでください。
●組立ての際は、樹脂面をハンマーで直接たたかないでください。樹脂が割れるおそれがあります。
●樹脂材に荷重がかからないよう、保管・輸送の際は保護してください。
●ねじは2.5±0.5N・m｛25±5kgf・cm｝のトルクで止めた後、ゆるみ・ガタツキのないことを確認してください。
●格子を取付ける場合は、必ず本体組立て前に格子取付け金具裏板を取付けてください。組立て後では、取付けられません。

部　品　箱

①ガラス厚に合ったグレイジングチャンネル（別売り）
を用意し、ガラス四辺に回します。

※コーナー部はグレイジングチャンネルがくい込ま
ないようにしてください。
②ガラス室内側の4隅のカット部およびジョイント
部に、ガラスコーナーシール（別売り）を張ります。
※高断熱・高気密住宅の場合、必ず実施してください。

グレイジング
チャンネル

ジョイント部

カット部

ガラス
コーナーシール

複層ガラス

室内側

…組立てを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が
想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注  意!

■組立てされる方へのお願い

●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

●この説明書は、必ず組立てされる方にお渡しください。

●形材切断面でケガをするおそれがありますので、ストライク側縦框（上・下）には同梱の框キャップを
必ず取付けてください。

注  意!

テラスドア（両開き子扉本体）

ナベタッピンねじ
φ5×90

ロ ハ ニ ホ

ヘ ト

ヘ

ト

チ

丁番に同梱ハンドルセットに同梱

バインド小ねじ
Ｍ4×50（2本）

バインド小ねじ
Ｍ4×12（1本）

皿小ねじＭ4×20（8本）
（Ｈ20より大きい場合は12本）

イ

プッシュボタン
φ10

ストライク框
キャップ

ナベ小ねじ
M6×6 ロッド棒

姿図

Aグレイジングチャンネルの取付け Aグレイジングチャンネルの取付け

1/44/4

●本体用丁番（軸のない方）を、縦框（吊元側）の
丁番スペーサーの上にねじ止めします。
※丁番スペーサーは外さないでください。現場で
の建付け調整ができなくなります。

※在来工法でＨ20より大きい場合のみ、本体用
丁番を3枚使用します。
※枠用丁番（軸付き）・取付けねじ・ワッシャーは、
枠の組立てまでなくさずに保管してください。

本体フィン

木又はスチロール

H本体用丁番の取付けH本体用丁番の取付け

※各セットに同梱の取付け説明書をご覧ください。
Gレバーハンドルの取付け Gレバーハンドルの取付け

グレイジング
チャンネル

複層ガラス

レバーハンドル

本体用
丁番

本体用
丁番 丁番スペーサー

縦框（吊元側）

本体用丁番
（軸のない方）

室外側

縦框
（吊元側）

室内側

室外側

中央部はＨ20（サッシ
Ｈ2030）より大きい
場合のみ

チ

D部

■D部詳細図

室外側

室内側

A2（420×594）
MAK-452_P04/P01

図番

C983SI0031-01

用紙サイズ

A2

形式

新聞

刷色数

1

折り数

16

設指番号

ST-0825

制作会社：イーエムエー　制作者：原田3校
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※上下桟を間違えないようご確認ください。
●下桟には水抜き穴があいています。
●ガラスライナーは下図の位置にきます。

上桟

下桟ハンドル

①フランス落しを「閉」にします。（■A部詳細図）
②ストライク側縦框に取付けてあるフランス落しにロッド
棒のねじ部を差込み、回転できなくなるまで締込みます。

※ロッド棒には上下の使い分けがあります。上用に識別シー
ルが張付けされていますので確認のうえ使用してください。

※ロッド棒先端のへこみ部分をペンチなどでつかみ、固く
締込んでください。【図1】

③フランス落しを「開」にします。（■B部詳細図）
④ストライク框キャップをキャップ中央の穴にロッド棒が
通るようにしてはめ込みます。

※ストライク框キャップには上下の使い分けがあります。
確認のうえ使用してください。

※キャップ取付けの際に、a部が組立てねじの頭にぶつか
ります。パチンと音がして、a部がねじに引っ掛かるま
で押込んでください。（■C部詳細図）

⑤ねじで固定します。
※キャップ取付け後にフランス落し「閉」「開」を数回繰返
し、異常がないことを確認してください。ロッド棒がキャッ
プに当たる場合はロッド棒が奥まで締込まれてないおそ
れがあります。再度締込んでください。

格子取付け
金具裏板

トラス小ねじ
M4×4

●格子取付け金具裏板をガラス溝に差込み、�
中央の穴を取付けねじで固定します。

①上・下桟にガラスを差込みます。
※上・下桟の両端からガラスが均等に出るようにして
ください。

②左右縦框を差込み、上下桟をねじで固定しプッシュ
ボタンを取付けます。

※組立てた本体のＷ寸法が、中央部のみ大きい場合は、
必ず矯正してください。

※格子を取付ける場合は、必ず本体組立て前
に格子取付け金具裏板を取付けてください。
組立て後では、取付けられません。

お願い

Fロッド棒、ストライク框キャップの
　取付け

Fロッド棒、ストライク框キャップの取付けS格子取付け金具裏板の取付け
  （網無格子仕様=特注の場合のみ）

S格子取付け金具裏板の取付け（網無格子仕様=特注の場合のみ）

D本体の組立てD本体の組立て

3/42/4

縦框（ストライク側）

下桟

下桟

下桟

縦框（ストライク側）

縦框（ストライク側）

組立てねじ

組立てねじ

押込む 引っ掛かる

■C部詳細図

開

閉

開

閉

■A部詳細図

■B部詳細図

A部

B部

C部

【図1】
ロッド棒

へこみ部分

ペンチ

召合せ側

ガラス
ライナー

縦框
（ストライク側）

下桟

コーキング
シーラー

上桟

縦框（吊元側）

グレイジング
チャンネル

複層ガラス

室外側

室内側

イ

イ
ロ

ロ

ロ

イ

イ

ロ

ホ

ホ

a

室内側

ハ

ホ

ハ

ニ

組立てねじ

フランス落し

フランス落し

ハ

ハホ

ホ

縦框
（ストライク側）

上桟

下桟

縦框
（吊元側）

複層ガラス

※組立ての際は、樹脂面を
ハンマーで直接たたかな
いでください。樹脂が割
れるおそれがあります。

お願い

当て木

ハンマー

A2（420×594）
MAK-452_P02/P03

図番

C983SI0031-02

用紙サイズ

A2

形式

新聞

刷色数

1

折り数

16

設指番号

ST-0825
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※上下桟を間違えないようご確認ください。
●下桟には水抜き穴があいています。
●ガラスライナーは下図の位置にきます。

上桟

下桟ハンドル

①フランス落しを「閉」にします。（■A部詳細図）
②ストライク側縦框に取付けてあるフランス落しにロッド
棒のねじ部を差込み、回転できなくなるまで締込みます。

※ロッド棒には上下の使い分けがあります。上用に識別シー
ルが張付けされていますので確認のうえ使用してください。

※ロッド棒先端のへこみ部分をペンチなどでつかみ、固く
締込んでください。【図1】

③フランス落しを「開」にします。（■B部詳細図）
④ストライク框キャップをキャップ中央の穴にロッド棒が
通るようにしてはめ込みます。

※ストライク框キャップには上下の使い分けがあります。
確認のうえ使用してください。

※キャップ取付けの際に、a部が組立てねじの頭にぶつか
ります。パチンと音がして、a部がねじに引っ掛かるま
で押込んでください。（■C部詳細図）

⑤ねじで固定します。
※キャップ取付け後にフランス落し「閉」「開」を数回繰返
し、異常がないことを確認してください。ロッド棒がキャッ
プに当たる場合はロッド棒が奥まで締込まれてないおそ
れがあります。再度締込んでください。

格子取付け
金具裏板

トラス小ねじ
M4×4

●格子取付け金具裏板をガラス溝に差込み、�
中央の穴を取付けねじで固定します。

①上・下桟にガラスを差込みます。
※上・下桟の両端からガラスが均等に出るようにして
ください。

②左右縦框を差込み、上下桟をねじで固定しプッシュ
ボタンを取付けます。

※組立てた本体のＷ寸法が、中央部のみ大きい場合は、
必ず矯正してください。

※格子を取付ける場合は、必ず本体組立て前
に格子取付け金具裏板を取付けてください。
組立て後では、取付けられません。

お願い

Fロッド棒、ストライク框キャップの
　取付け

Fロッド棒、ストライク框キャップの取付けS格子取付け金具裏板の取付け
  （網無格子仕様=特注の場合のみ）

S格子取付け金具裏板の取付け（網無格子仕様=特注の場合のみ）

D本体の組立てD本体の組立て

3/42/4

縦框（ストライク側）

下桟

下桟

下桟

縦框（ストライク側）

縦框（ストライク側）

組立てねじ

組立てねじ

押込む 引っ掛かる

■C部詳細図

開

閉

開

閉

■A部詳細図

■B部詳細図

A部

B部

C部

【図1】
ロッド棒

へこみ部分
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召合せ側

ガラス
ライナー

縦框
（ストライク側）

下桟

コーキング
シーラー

上桟
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グレイジング
チャンネル

複層ガラス

室外側

室内側
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組立てねじ

フランス落し
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ホ

縦框
（ストライク側）

上桟

下桟

縦框
（吊元側）

複層ガラス

※組立ての際は、樹脂面を
ハンマーで直接たたかな
いでください。樹脂が割
れるおそれがあります。

お願い

当て木

ハンマー

A2（420×594）
MAK-452_P02/P03

図番

C983SI0031-02

用紙サイズ

A2

形式

新聞

刷色数

1

折り数

16

設指番号

ST-0825

制作会社：イーエムエー　制作者：原田3校
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縦框
（吊元側）

チ

チ

縦框（ストライク側）

室外側台座

複層ガラス

角芯

角芯付きレバー
ハンドル

レバーハンドル

室内側台座カバー

室内側台座ベース

※本体組立て後に保管する
場合は、本体フィンに重
量がかからないよう木な
どを当ててください。

MAK-452　AW11　2005年4月1日発行

組立て説明書

■組立てねじ一覧表

■別売り部品

■組立て上のお願い

■組立て順序 ■組立て詳細

シンフォニー
アルミと樹脂の複合サッシ

記号

■グレイジングチャンネル ■ガラスコーナーシール
種類 ガラス厚18～20mm用 ガラス厚21～22mm用

ガラス総厚 18mm 19mm 20mm 21mm 22mm

グレイジング
チャンネル

1枚ハクリして
ご使用ください。

2枚ハクリして
ご使用ください。

1枚ハクリして
ご使用ください。

（100枚入り）
グレイジングチャンネルに同梱

●中桟付きのガラスは上用下用でサイズが異なります。間違えないように組立ててください。
●ガラス寸法はダンボール又はカタログをご覧ください。
●グレイジングチャンネルは別売りです。ガラス厚に応じて選択してください。
　（腰パネルには、ガラス厚19ｍｍ用をお使いください。）
●必ず指定の組立てねじを使用してください。
●枠の組立ておよび取付け・本体の吊込みは、「枠組立て説明書」「取付け説明書」をご覧ください。
●取付け説明書および丁番に同梱のワッシャーは必ず施工される方へお渡しください。
●本体を枠に吊込んだ状態で運搬しないでください。枠が変形し、ドアの開閉に支障がでるおそれがあります。
●ソリ防止のため、樹脂面を直射日光に当てた状態で放置しないでください。
●樹脂は割れたり傷ついたりしやすいため、ぶつけたりこすったりしないでください。
●組立ての際は、樹脂面をハンマーで直接たたかないでください。樹脂が割れるおそれがあります。
●樹脂材に荷重がかからないよう、保管・輸送の際は保護してください。
●ねじは2.5±0.5N・m｛25±5kgf・cm｝のトルクで止めた後、ゆるみ・ガタツキのないことを確認してください。
●格子を取付ける場合は、必ず本体組立て前に格子取付け金具裏板を取付けてください。組立て後では、取付けられません。

部　品　箱

①ガラス厚に合ったグレイジングチャンネル（別売り）
を用意し、ガラス四辺に回します。

※コーナー部はグレイジングチャンネルがくい込ま
ないようにしてください。
②ガラス室内側の4隅のカット部およびジョイント
部に、ガラスコーナーシール（別売り）を張ります。
※高断熱・高気密住宅の場合、必ず実施してください。

グレイジング
チャンネル

ジョイント部

カット部

ガラス
コーナーシール

複層ガラス

室内側

…組立てを誤った場合に、使用者などが中程度の傷害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が
想定されます。冒頭にまとめて記載していますので必ずお読みください。

注  意!

■組立てされる方へのお願い

●本説明書で使われているマークには、以下のような意味があります。

●この説明書は、必ず組立てされる方にお渡しください。

●形材切断面でケガをするおそれがありますので、ストライク側縦框（上・下）には同梱の框キャップを
必ず取付けてください。

注  意!

テラスドア（両開き子扉本体）

ナベタッピンねじ
φ5×90

ロ ハ ニ ホ

ヘ ト

ヘ

ト

チ

丁番に同梱ハンドルセットに同梱

バインド小ねじ
Ｍ4×50（2本）

バインド小ねじ
Ｍ4×12（1本）

皿小ねじＭ4×20（8本）
（Ｈ20より大きい場合は12本）

イ

プッシュボタン
φ10

ストライク框
キャップ

ナベ小ねじ
M6×6 ロッド棒

姿図

Aグレイジングチャンネルの取付け Aグレイジングチャンネルの取付け

1/44/4

●本体用丁番（軸のない方）を、縦框（吊元側）の
丁番スペーサーの上にねじ止めします。
※丁番スペーサーは外さないでください。現場で
の建付け調整ができなくなります。

※在来工法でＨ20より大きい場合のみ、本体用
丁番を3枚使用します。
※枠用丁番（軸付き）・取付けねじ・ワッシャーは、
枠の組立てまでなくさずに保管してください。

本体フィン

木又はスチロール

H本体用丁番の取付けH本体用丁番の取付け

※各セットに同梱の取付け説明書をご覧ください。
Gレバーハンドルの取付け Gレバーハンドルの取付け

グレイジング
チャンネル

複層ガラス

レバーハンドル

本体用
丁番

本体用
丁番 丁番スペーサー

縦框（吊元側）

本体用丁番
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